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(百万円未満切捨て)

１．平成28年３月期第３四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年３月期第３四半期 47,916 △0.7 7,078 26.7 6,746 19.0 4,438 24.4

27年３月期第３四半期 48,237 23.3 5,584 71.2 5,671 80.5 3,566 89.2

(注) 包括利益 28年３月期第３四半期 4,213 百万円 (△0.0％) 27年３月期第３四半期 4,213 百万円 (91.4％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年３月期第３四半期 75.93 －

27年３月期第３四半期 61.01 －
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年３月期第３四半期 82,567 33,554 39.8

27年３月期 83,040 29,867 35.0

(参考) 自己資本 28年３月期第３四半期 32,851 百万円 27年３月期 29,054 百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年３月期 － 4.00 － 5.00 9.00

28年３月期 － 4.00 －

28年３月期(予想) 5.00 9.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

平成27年３月期第２四半期末配当金には、設立50周年にともなう記念配当が1円00銭含まれております。

　

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 77,000 9.9 10,200 26.9 10,000 24.5 6,500 31.5 111.18
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 －社 (社名) 、除外 －社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料２ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見

積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年３月期３Ｑ 61,360,720株 27年３月期 61,360,720株

② 期末自己株式数 28年３月期３Ｑ 2,898,068株 27年３月期 2,897,620株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期３Ｑ 58,462,913株 27年３月期３Ｑ 58,463,361株

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開

示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報
（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、中国をはじめ新興国経済が減速傾向にある等、不透

明感はあるものの、米国経済が堅調であることに加え円安による輸出の増加や原油安による原材料

価格の下落等の効果から企業業績が改善傾向にあり、全体としては緩やかな回復基調で推移いたし

ました。

当社グループをとりまく事業環境におきましては、建設事業では、公共工事は減少傾向にあるも

のの、設備投資等の民間工事は引き続き好調を保ち、全体としては回復基調で推移いたしました。

また開発事業等では、首都圏好立地でのマンションの販売は概ね好調を保つ等、引き続き堅調に推

移いたしました。

このような環境の中、当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高

479億16百万円となり、そのセグメント別内訳は、完成工事高256億46百万円、開発事業等売上高

222億69百万円となりました。損益につきましては、営業利益70億78百万円、経常利益67億46百万

円、親会社株主に帰属する四半期純利益44億38百万円となりました。

なお、当社グループでは、通常の営業形態として工事の完成・物件の引渡しが第４四半期に集中

しているため、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間に比べ、第４四半期連結会計

期間の売上高が多くなるといった季節的変動があります。

　
（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末において、総資産は825億67百万円（流動資産704億13百万円、固定

資産121億54百万円）、負債合計は490億13百万円（流動負債345億53百万円、固定負債144億60百万

円）、純資産合計は335億54百万円となりました。

　
（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年11月11日に公表しました業績予想等に変更はありません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項
（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

　
（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
（会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計

基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以

下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25

年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、

支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上する

とともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。

また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確

定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸

表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分か

ら非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四

半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替え

を行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44

－５項（４）及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第

１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 21,828 20,352

受取手形・完成工事未収入金等 11,348 9,879

販売用不動産 14,071 10,502

未成工事支出金 168 590

開発事業等支出金 22,427 27,515

材料貯蔵品 57 55

繰延税金資産 372 278

その他 391 1,260

貸倒引当金 △26 △21

流動資産合計 70,640 70,413

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 7,616 7,618

減価償却累計額 △2,826 △3,011

建物・構築物（純額） 4,789 4,607

機械及び装置 105 105

減価償却累計額 △76 △82

機械及び装置（純額） 28 22

車両運搬具及び工具器具備品 218 230

減価償却累計額 △201 △204

車両運搬具及び工具器具備品（純
額）

16 25

土地 5,972 5,972

その他 89 111

減価償却累計額 △48 △56

その他（純額） 40 54

有形固定資産合計 10,848 10,683

無形固定資産 64 77

投資その他の資産

投資有価証券 955 900

繰延税金資産 28 44

その他 508 454

貸倒引当金 △6 △6

投資その他の資産合計 1,486 1,393

固定資産合計 12,399 12,154

資産合計 83,040 82,567
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 18,911 16,394

短期借入金 14,388 5,709

未払法人税等 4,369 6,197

未成工事受入金 1,527 3,366

開発事業等受入金 1,158 1,377

賞与引当金 318 175

完成工事補償引当金 171 124

工事損失引当金 0 -

その他 1,514 1,208

流動負債合計 42,360 34,553

固定負債

長期借入金 9,369 13,058

役員退職慰労引当金 244 253

退職給付に係る負債 585 601

繰延税金負債 365 336

その他 246 210

固定負債合計 10,811 14,460

負債合計 53,172 49,013

純資産の部

株主資本

資本金 3,665 3,665

資本剰余金 3,421 3,421

利益剰余金 21,762 25,674

自己株式 △577 △577

株主資本合計 28,270 32,183

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 283 244

為替換算調整勘定 523 429

退職給付に係る調整累計額 △23 △5

その他の包括利益累計額合計 783 668

非支配株主持分 812 702

純資産合計 29,867 33,554

負債純資産合計 83,040 82,567
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高

完成工事高 29,719 25,646

開発事業等売上高 18,517 22,269

売上高合計 48,237 47,916

売上原価

完成工事原価 26,708 21,850

開発事業等売上原価 13,520 16,248

売上原価合計 40,229 38,099

売上総利益

完成工事総利益 3,011 3,795

開発事業等総利益 4,996 6,021

売上総利益合計 8,008 9,817

販売費及び一般管理費 2,423 2,738

営業利益 5,584 7,078

営業外収益

受取利息 4 7

受取配当金 11 13

為替差益 148 -

和解金収入 222 -

その他 21 35

営業外収益合計 409 55

営業外費用

支払利息 304 294

為替差損 - 54

その他 17 38

営業外費用合計 322 387

経常利益 5,671 6,746

特別利益

固定資産売却益 0 -

特別利益合計 0 -

特別損失

固定資産除却損 3 -

特別損失合計 3 -

税金等調整前四半期純利益 5,669 6,746

法人税、住民税及び事業税 1,931 2,319

法人税等調整額 117 59

法人税等合計 2,049 2,378

四半期純利益 3,619 4,368

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支
配株主に帰属する四半期純損失（△）

52 △70

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,566 4,438
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 3,619 4,368

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 118 △39

為替換算調整勘定 461 △133

退職給付に係る調整額 14 17

その他の包括利益合計 594 △155

四半期包括利益 4,213 4,213

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,022 4,323

非支配株主に係る四半期包括利益 191 △110
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項
（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

建設事業 開発事業等 合計
調整額
(注)１

四半期連結損益

計算書計上額

(注)２

売上高

外部顧客への売上高 29,719 18,517 48,237 ― 48,237

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 29,719 18,517 48,237 ― 48,237

セグメント利益 1,956 4,026 5,983 △398 5,584
　
（注）１．セグメント利益の調整額△398百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

ります。全社費用は、報告セグメントに帰属していない親会社本社の総務部等管理部門に係
る経費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　
Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

建設事業 開発事業等 合計
調整額
(注)１

四半期連結損益

計算書計上額

(注)２

売上高

外部顧客への売上高 25,646 22,269 47,916 ― 47,916

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 25,646 22,269 47,916 ― 47,916

セグメント利益 2,699 5,007 7,706 △628 7,078
　
（注）１．セグメント利益の調整額△628百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

ります。全社費用は、報告セグメントに帰属していない親会社本社の総務部等管理部門に係
る経費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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４．補足情報

　個別受注の概況

　 受注高

平成28年３月期第３四半期累計期間 57,782百万円 18.6%

（注）１ ％表示は、前年同四半期増減率となっております。

なお、前年同四半期の受注高は48,728百万円であります。
２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

（参考）個別受注実績内訳

前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間

比較増減額
（百万円）

増減率

(自 平成26年４月１日 (自 平成27年４月１日

至 平成26年12月31日) 至 平成27年12月31日)

受注高
構成比率

受注高
構成比率

（百万円） (百万円)

建
設
事
業

住 宅 10,527 21.6% 13,022 22.5% 2,495 23.7%

事務所・店舗 1,511 3.1% 4,523 7.8% 3,011 199.2%

官公庁 4,423 9.1% 10 0.0% △4,413 △99.8%

医療・福祉 5,972 12.3% 5,883 10.2% △89 △1.5%

その他 2,179 4.5% 3,856 6.7% 1,676 76.9%

土 木 19 0.0% - - △19 -

計 24,634 50.6% 27,296 47.2% 2,662 10.8%

開発事業等 24,093 49.4% 30,485 52.8% 6,391 26.5%

合 計 48,728 100.0% 57,782 100.0% 9,053 18.6%
　
（注）１ 前期以前に契約した工事で契約の更改により請負代金に変更があるものについては、期中

受注高にその増減額を含めております。
２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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